  Ⅱ 平成１３年度観光交流調査結果の概要

    １  観光交流客数

　　 ・ 観光交流客数は、1億3,407万人で、前年度比では1,169万人（9.6％）上回った。

     ・ その要因としては、東海道四〇〇年祭（平成13年１月～12月）や、しずおか

   緑・花・祭などの大型イベントが開催され、県内だけでなく県外からも多くの

   人が訪れたことから、観光レクリエーション客数だけでなく、宿泊客数も伸び

   たものと思われる。

    ２  宿泊客数

・ 宿泊客数は2,037万人で前年度比53万人（2.7％）の増となった。

・ ここ10年来、減少傾向にあった中で、前年度を上回る結果となったが、それ
   でも平成元年度100として比べると約15ポイントの減少となっている。
    ３  観光レクリエーション客数

     ・ 観光レクリエーション客数は1億1,370万人で前年度を10.9％上回った。

     ・ 大分類別では、「遊ぶ」が伸びており、その中では買物が高い伸び率を示してい

        る。

・ 伊東マリンタウン（伊東市）、御殿場プレミアムアウトレット（御殿場市）、ふれ

   あい健康増進館「ゆらら」（静岡市）や天然温泉遠州「和の湯」（浅羽町）など新

   しい施設に多くの入込みがあった。

・ ９月の米国同時多発テロにより、国内旅行の需要が増えた影響もあるものと思

   われる。

    ４  主な季節の状況

・ ゴールデンウィーク期間中は、全般的に天候に恵まれなかったことから、観光 

   交流客数は前年度を下回った。

     ・ 年末年始については、主要観光施設への入込客数、有料道路利用台数は前年度

        を下回ったが、宿泊客数は予約が例年に比べて早く、実績でも前年度よりもよ

        いところが多かった。

    ５  地域別の主な特徴

     ・花のイベントに多くの入込みがあった。【伊 豆】【北 遠】

     ・登山やハイキング、体験型施設への入込みが増加した。【富 士】【中東遠】

     ・東海道四〇〇年祭の開催により、観光交流客は前年を上回った｡【駿 河】

     ・温泉施設の入込みが増加した。【奥大井】【西 遠】

　   ・島田大祭・帯まつり、しずおか緑・花・祭などが開催された。【西駿河】       







